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前回までの復習



重回帰分析のデータ
（説明変数が２個の場合）
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残差平方和
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Qを a,b ,cを変数にもつ3変数関数として見て，
Q(a,b,c)を最小にする a,b,cが，データに「最もよくあ
てはまる」平面を与えると考える．

このようにしてa,b,cを求める方法を最小２乗法と呼ぶ．

どのようにしてQ(a,b,c)を最小にする a,b,cをもとめる
のかを見ていく．



Q(a,b,c)を最小にする a,b,c

ucxbya

s
s

c
b

ss
ss

uy

xy

uxu

xux

−−=









=




















,2

2



説明変数が3個以上の場合



重回帰分析のデータ
（説明変数が３個の場合）
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残差平方和
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Qを a,b ,c,dを変数にもつ3変数関数として見て，
Q(a,b,c,d)を最小にする a,b,c,dが，データに「最もよ
くあてはまる」平面を与えると考える．

このようにしてa,b,c,dを求める方法を最小２乗法と呼
ぶ．



Q(a,b,c,d)を最小にする a,b,c,d
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前々回やり残したこと

)3(22222 　　　LLxuuxy bcscsbsss +++= ε



残差平方和の別表現（１）
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残差平方和の別表現（２）
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残差平方和の別表現（３）
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残差平方和の別表現（４）

)3(22222 　　　LLxuuxy bcscsbsss +++= ε

したがって，
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分散に関する公式
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共分散に関する公式
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